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第 3 章では、システム効率向上を目的とした 2 軸可動入射システム(アンテナ)の開発とその実用性について、ア























核融合によるエネルギー生産の研究において、現在、投入パワーの 10 倍以上の出力を 100 秒間以上取り出すこと








(2) 大電力ミリ波帯高周波システムの導波管伝送システムとして、コルゲート円形導波管に HEll モードを用いる事
により、高周波源であるジャイロトロンからの 0.96 MW の高周波電力を、マイターベントや方向性結合器、偏















mm のディスクに対して冷却機構を用いても 0.5MW に限られることを示している。これに対し、ダイヤモンド
ディスクでは直径 100 mm、厚さ 1.85 mm に対して 1MW の長時間使用が可能なことを示している。また材料
照射実験炉 (JMTR) により 0.1 MeV 以上のエネルギーを持つ中性子照射試験を行い、誘電率、及び、強度に関






(6) 今後 ITER より過酷な環境を持つ発電実証炉に適用できる入射システムとして、遠隔駆動型ミリ波帯高周波入射
システムを提案し、モックアップの試作、及び、その原理実証を行い、また、高周波伝送性能、及び、高周波照
射性能を明らかにしている。これにより、更なる開発課題を明らかにし、将来の入射系の設計指針を示している。
以上のように、本論文では ITER に対する大電力ミリ波帯高周波入射システムの成立性を明らかにし、核融合炉実
現に対して寄与するところが大きい。よって本論文は、博士論文として価値のあるものと認める。
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